
加藤会計通信 

 

働くこと 

 

昨年はどんな年だったでしょうか。昨年ダメな年だった方は、心機一転、今年

は良い年にできると良いですし、昨年良い年だった方は、続けて今年も良い年

にできると良いですね。新年を迎えるとは、そういうことだと思います。 

 

お正月休みが終わり、日常に戻ることが憂鬱な方もいらっしゃるかと思います。 

長い休みの後、仕事に戻るとき、「なんで自分はまた働くのだろう」と、ふと

思うことがあります。多分皆さんも同じではないでしょうか。学生のころ、長

い休みの後、学校に行くのが億劫だったことと同じような気分なのかもしれま

せん。嫌々ながらも学校に行けば授業が始まり、日常が流れ始めてしまう。 

 

あたりまえかもしれませんが、会社が学校と違うところは、自分以外の誰かの

役に立つこと、その対価としての報酬を得ることです。 

 

マンモスを追っていた狩猟の時代も、農業が始まった時代も、工業が発達した

時代も、私たちは一人では生きるのが難しいので、誰かの役に立ち、その分け

前をもらって生きて来たのだと思います。現代の YouTuber も、一人で生きてい

るわけではなく、インターネット、カメラ等の設備などなど、誰かのお世話に

なっています。そもそも電気がなければ何もできません。 

 

貨幣経済が世界中に拡がるなかで分かりにくくなってしまいましたが、世界中

の人間が網目のようにつながり合って、知らないうちに誰かが誰かの役にたち、

一人ひとりが生活を保っているのが今の時代なのだと思います。 

 

自分が誰かの役に立っている。大袈裟かもしれませんが、そう感じることは、

生きる理由の一つのように思います。働くことは苦行ではなく、喜びであるは

ずです。そうなるように会社を経営して行くことは、社長の大きな仕事の一つ

であると思っております。 

 

令和 5年 1 月 4日 

税理士法人加藤会計事務所 

  代表社員 



加藤会計通信 

今年も、確定申告の季節がやって来ました。 

 

聴くこと 

 

先日、体のあちこちが痛くなり、なんとなく調子が良くない状態が続いたので、

病院に行って参りました。先生を前にして、自分の状態を伝えようとしたので

すが、上手くできません。自分の状態を表す良い言葉が見つからないのと、様々

な違和感のうち、どれを伝えたら良いのか分からないのです。こどもが親に話

すように、脈絡のない話をだらだらとしゃべり続けてしまいました。 

 

先生は、私の言うことを「うん、うん」と頷きながら、パソコンにカチャカチ

ャと入力して行きます。入力し終わるとこちらに振り向き、「その痛みはどん

な感じなの」と聞いたり、痛い場所を押したりしておりました。 

 

診察が終わり、どこが悪いのか、原因は何なのか、はっきりしたことはわかり

ませんでした。とりあえず痛み止めの湿布や塗り薬をもらい、妻の車の迎えを

待っていたのですが、不思議なことに、とても気分が楽になっていることに気

が付きました。 

 

もしかしたら、人に自分のことをちゃんと聞いてもらう、ということはとても

大切なことなのかもしれません。 

面と向かって、人の話をちゃんと聴くことは、実は大変なことです。話の途中

で他のことを考えてしまう。話が終わる前に、反論してしまう。話の途中で携

帯電話を何気なくチェックする。世の中の会話を注意して見てみると、そんな

残念な会話ばかりのような気がします。 

 

自分のことをちゃんと聴いてもらう、ということは、自分自身をちゃんと受け

止めてもらうということだと思います。聴くということを、もっと大切にでき

れば、少しは世の中が良くなるような気がしております(その後、体の調子は良

くなりましたので、ご心配は無用です)。 

 

令和 5年 2 月 1日 

税理士法人加藤会計事務所 

  代表社員 加藤真一 



加藤会計通信 

庭にある、梅の赤い花が咲き始めました。 

 

人工知能 

 

ChatGPTという、人工知能が話題になっております。OpenAIという米国の会社

が開発した人工知能で、会話形式で人間とやりとりができることが特徴です。

パソコンに質問を打ち込むと、ラインのような会話形式で答えが返ってきます。

答えの根拠となった参照元のリンクも一緒に返ってくるので、一応回答の根拠

も知ることができます。 

 

私も実際に使ってみましたが、税務に関する質問に対しても、それなりの回答

をしてくれました。それなりの精度の文章を作成するため、学生が論文の試験

に悪用するなど、教育現場で問題になっているようです。 

 

「ググる」という言葉があるように、何かを調べるときにはグーグルで検索す

ることが一般的になっておりますが、これからは人工知能搭載のチャットで調

べる時代になるのかもしれません。 

 

もともとは、途中で切れてしまっている文書の次の単語を予測する人工知能で

したが、インターネットにある大量の情報を学習させ、改良を重ねた結果、ま

るで人間がつくったような文章を生成するようになったそうです。 

 

ただし、注意しなければいけないのは、私たちの質問をちゃんと「理解」して

回答しているのではなく、インターネットにあふれる情報を上手に組み合わせ

て、「それらしい」文章を生成している、ということです。ですので、それら

しいというだけで、見当違いの回答をすることもしばしばあるようです。 

 

しかし、よく考えてみると私たち人間も、積み上げてきた経験を組み合わせて

ものごとを考えているだけのような気もします。ひょっとしたら人間様も人工

知能と大差ないのかもしれません。 

 

令和 5年 3月 1日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員 加藤真一    
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桜の花びらが、庭に敷き詰められております。 

 

貸借対照表 

 

「仕事はやりきれないくらいあるんだけど、お金がないんだよ。働けど働けど

銭足らずだよ。税金なんて払えないよ」というお叱りを受け、どうしたら良い

のか、いろいろ考えました。良い解決策はなかなか見つけることはできません

が、答えのヒントは貸借対照表にあるのだと思っております。 

 

貸借対照表は、あまり日の目を見ない、かわいそうな決算書です。まず、名前

が良くないと思います。損益計算書は、名前からその表すところをなんとなく

理解できますが、貸借対照表は何を表しているのかさっぱりわかりません。個

人的には改名した方が良いと思っております。改名するならば、「調達・運用

対照表」でしょうか・・・。 

 

貸借対照表は、「お金をどのように調達して、その調達したお金を、どのよう

に運用しているのか」を表す決算書です。 

 

貸借対照表は、とても良くできている、有用な決算書です。特に、比較すると

その良さが生きてきます。前の期と比較すると、この一年間でお金がどのよう

に増え、減ったのか良く理解できます。なぜ仕事はたくさんあるのにお金がな

いのか、お金がどこに眠っているのか、見えてくるはずです。それは、問題に

対する答えではなく、ヒントに過ぎませんが、そこから次の打ち手が見えてく

るのではないかと思っております。 

 

貸借対照表は、会社の創業からの取引を途切れることなく積み重ねています(一

方、損益計算書は、一年間を区切って、その期間だけの成績を表しています)。

貸借対照表は会社の歴史を積み上げており、その会社の特徴を良く表している

ので、「会社の顏」と呼ばれることもあります。一度じっくり眺めてみること

をおすすめ致します。 

 

令和 5年 4 月 3 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員 加藤真一    



加藤会計通信 

宴会の帰り道が気持ちの良い春の夜となりました。 

 

若者 

 

先週フィリピンに行き、関与先の現地法人の視察をして参りました。 

 

フィリピンの人口は 1 億９０３万人(２０２０年)。一方、日本は１億２４９１

万人(２０２２年)です。フィリピンの人口は、２０１５年から２０２０年にか

けて８０５万人増加しております。群馬県の人口が約２００万人ですので、５

年間で群馬県が４つ増えたことになります。 

 

フィリピンの平均年齢は２４．１歳。一方、日本は４８．６歳です。とても若

い国です。街を歩くと、若者で溢れており、高齢者を見かけることがほとんど

ありませんでした。 

 

市街地はいつも渋滞しており、相手の親切に期待していたら前に進むことはで

きません。隙を見て、相手を押しのけて進んでいく力が求められます。 

車が信号で止まると、こどもたちが寄ってきて、勝手に窓を拭いて小銭を要求

します。渋滞する道路では、クラクションを鳴らす大人たちを威嚇しながら必

死にリアカーを押す少年がいました。 

 

彼らはいつも「明日、どうやって食べていくか」という問題に向き合っており、

多くの競争相手を押しのけて生きていかなければなりません。良くも悪くも、

人間の生きるエネルギーのようなものを感じる街でした。 

 

必要なものが最初から揃っていて、それが少しでも欠けていることが大きな不

満になるこどもたちと、競争相手がたくさんいて、必要なものはつかみ取らな

ければならないこどもたち。人が減る国と増える国との大きな違いは、人々の

考え方にあるのかもしれません。１０年先、彼らが大人になったとき、どんな

世界になっているのでしょうか。 

 

令和 5年 5 月 2 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         



加藤会計通信 

最も忙しい５月をなんとか乗り越えました。 

 

続人工知能 

 

人口知能が盛り上がっているようです。書店に行っても、新聞を読んでも、会

合に行っても人工知能の話題が多いと感じております。第四次産業革命が起こ

りつつあるとまで言われているようでして、株式市場では人工知能関連銘柄が

上がり続け、完全に AI ブームの様相を呈しております。 

 

宴席で、人工知能の話になると必ずと言って良いほど、「会計事務所って、人

工知能で仕事が無くなるんでしょ？」という冷たいご質問を頂きます。未来の

ことは分からないので、「そうかもしれませんね。」としか答えようがありま

せんが、毎年繁忙期に遅くまで残業していることを考えると、もしかしたら人

工知能がある程度仕事をやってくれた方が良いのかもしれない、とも思います。 

 

昨日受けた研修で、人間にあって、人工知能にないものは３つある、と教えて

頂きました。それは、①意思 ②体験 ③価値判断なのだそうです。 

 

人口知能はいつも指示待ちであり、主体的に何かをしたいと思うことはありま

せん(意思)。また、人工知能は身体を持たないので、爽やかな風や、暖かな日

差しを感じることはできず、インターネットを通じたバーチャルな学習しかで

きません(体験)。さらに、人工知能は秀才ですが、何が美しくて何が醜いのか、

何が正しくて何が正しくないか、判断することはできません(価値判断)。 

 

いずれも、私たちが人間らしさと呼んでいるもののように思います。人工知能

が便利なものである以上、これからも様々な問題を起こしながら、私たちの生

活に溶け込んでいくのだと思います。それならば、怖れるよりも、その長所短

所を理解して、上手く利用する側でありたいと思っております。 

 

←画像生成 AI(Stable Diffusion)で「月に向かって走る猫」と指示して作りました。 

 

令和 5 年 6 月 1 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         



加藤会計通信 

寝苦しい夜が続きます。 

 

人が集まり、育つ会社 

 

二日酔いで頭が痛くて吐き気のする朝、それでも髭を剃って、スーツを着て会

社に行くのは、どうしてなんだろうと、ふと思うことがあります。 

まず思い浮かぶのは、「お金」です。お給料がなければ安定した生活を送るこ

とができないから、頭痛を我慢して会社に行くのだと思います。 

それならば、十分なお金があれば働くのをやめるのかといえば、私は、多分や

めないのだと思います。ではなぜ、働くのでしょうか。お金以外の働く理由は

どこにあるのでしょうか。 

 

家族経営の小さな会社から上場企業に至るまで、私の知る限りすべての会社が

人の問題で悩んでおります。生産年齢人口がどんどん減少しているなかで、働

き手を集めて、長く働いてもらうことに、とても苦労しています。需要と供給

の経済原理から考えれば、希少な働き手の交渉力が強くなり、今の職場が気に

入らなければ、別の職場へ移りやすくなっただけのことかもしれませんが、人

が集まり、育つ会社とはどんな会社なのか、あらゆる会社が真剣に考え始めて

いるように思います。 

 

自分のサラリーマン時代のことを思い出すと、お金以外の働く理由は、自分が

少しがんばることで、同僚や上司が喜んでくれる、仲間として認めてくれるか

ら、なのかなと思います。昇進して現場責任者になり、得意先と直接やり取り

をできるようになったときは、自分が少しがんばることで、お客さんが喜んで

くれることが大きな働き甲斐になりました。 

 

自分のがんばりで誰かが喜んでくれる、さらに大きく考えれば、自分のがんば

りが世の中の役に立っているという感覚が、働くことの大きな理由の一つのよ

うに思います。働くことの小さな喜びを積み重ねられる会社が、人が集まり、

育つ会社なのかな、と思っております。 

 

令和 5年 7 月 3 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         



加藤会計通信 

インボイス制度の経過措置 

 

インボイス制度が今年の１０月１日から始まります。 

お客様とお話していると、一番の悩みは、外注先や仕入先に免税事業者の方が

いる場合の対応であるようです。外注先等の免税事業者の方がインボイス制度

に登録しない場合には、買い手側の消費税負担が増えることになりますので、

取引額が大きい場合には、業績に大きな影響があります。 

しかし、外注先等にインボイス制度への登録を強制することは、下請法等の違

反になるおそれがありますので、丁寧な交渉のうえで、登録の要請や価格交渉

を行う必要があります。 

国もこの辺を見越して、インボイス制度適用の影響を緩和するために、期限付

きですが、経過措置を設けております。個人的には、この経過措置を利用して

交渉するのが良いのではないかと思っております。 

 

 外注先等がインボイス制度に登録しない場合 

この場合には、買い手の消費税負担が増加するので、値下げの交渉を行うこと

になると思われます。この点、買い手に対しては、令和５年１０月１日から令

和８年９月３０日までの３年間は８割、令和８年１０月１日から令和１１年９

月３０日までの３年間は５割の負担増加額を軽減する経過措置が設けられてお

ります。 

 

 外注先等がインボイス制度に登録する場合 

この場合には、外注先等の消費税負担が増加するので、値上げの交渉を受ける

ことになると思われます。この点、新たに登録する事業者に対しては、令和５

年１０月１日から令和８年９月３０日までの３年間は、消費税負担額の８割を

軽減する経過措置が設けられております。 

 

どちらにしても、当面の３年間は消費税額の２割が負担増となります。それな

らば、消費税率１０％×２割＝２％、その半分の１％をお互い痛み分けにする、

という考え方でも良いのかな、と思っております。 

 

令和 5年 8 月 1 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         



加藤会計通信 

インボイス一考 

 

インボイス制度が来月から始まります。始まる前に、今更かもしれませんが、

インボイス制度の趣旨を再確認しておきたいと思います。 

 

消費税はよくできた税金でして、消費税を負担するのは、あくまでも最終消費

者です。上図の生産・製造業者、卸売業者、小売業者は、消費税を預かってい

るだけで、負担はしておりません。生産・製造業者が納付した 5,000 円、卸売

業者が納付した 2,000 円、小売業者が納付した 3,000 円を合計すると、消費者

が負担した消費税 10,000 円になることをお確かめください。 

ここで、例えば生産・製造業者が消費税を納める義務のない「免税事業者」で

あった場合には、消費者が負担した消費税 10,000 のうち、5,000 が税務署に納

められずに、生産・製造業者の利益になってしまいます。これが、いわゆる「益

税」です。そして、この「益税」を防ぐことがインボイス制度の趣旨です。 

 

しかし、問題はそんなに単純ではありません。この生産・製造業者は、消費税

をもらってしまっているのは確かですが、単に税込みで採算が成り立っている

だけであって、その分、製品の値段を下げている可能性があります。このよう

な免税事業者の事情も良く考えてくださいよ、というのも大きな注意点です。 

インボイス制度は始まりますが、まだまだわからないことだらけだと思います。

いつでも、お気軽にご相談ください。 

 

令和 5年 9 月 1 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         

(国税庁資料より抜粋) 



加藤会計通信 

 

ペット 

 

昨年から事務所に野良猫がやってくるようになりました。朝、事務所の門を開

けると「にゃー」と出迎えてくれます。 

成長して、発情期を迎えると近所に迷惑をかけてしまうということで、獣医さ

んに連れていき、去勢してもらうことになりました。 

 

ペットのクローンを販売するベンチャー企業が中国にあるそうです(日本経済

新聞 2023 年 10 月 2 日)。犬や猫の皮膚から体細胞を取り出して、核を抽出。こ

れをあらかじめ核を取り除いた別の雌の卵子に移植して、代理母になる犬や猫

の子宮に入れて妊娠・出産するのだそうです。クローンの価格は、犬が５万ド

ル、猫が４万ドルからとのことです(1 ドル 150 円とすると、犬 750 万円、猫 600

万円)。 

 

日本の犬の飼育頭数は約7百万頭、猫は8.8百万頭。世帯飼育率は、犬が9.69％、

猫が 8.63％なのだそうです(一般社団法人ペットフード協会 2022 年調査)。これ

が多いのか少ないのか、良くわかりませんが、ペット用品や動物病院等のペッ

ト産業は堅調な成長を続けており、特にコロナ禍で大きく成長しているとのこ

とです。最近では、ペットヘルスケアの会社が上場しております。 

 

子どもの頃、公園で白い子犬を拾って、しばらく飼っていたことがあります。

皆で世話をするはずでしたが、結局は、父と母が散歩に連れて行ったり餌をあ

げたりしておりました。ある日、どこかに散歩に行ったきり戻ってこなくなり

ました。優しい真っ黒な目をした犬でした。 

 

人間の都合でクローンまで販売されるようになったペットは、どんな気持ちな

のでしょうか。私たちには知る由もありません。事務所の野良猫は去勢されて

も、何もなかったかのように庭でゴロゴロしております。 

 

令和 5年 10 月 3 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         



加藤会計通信 

 

ニュース 

 

早起きして、ネットでニュースを読むことが日課になっております。考え方が

偏らないように、できるだけ多くの新聞をまんべんなく読むようにしておりま

すが、最近は戦争の生々しい写真や動画が掲載され、毎日戦死者数が膨れ上が

り、憂鬱な気持ちになることが多いです。 

 

平和な国で遠くの国の戦争を憂いている、いい気なもんだよと言われそうです

が、近頃は、遠くの国の他人事ではないような雰囲気になっているように感じ

ております。 

 

高校時代の世界現代史の教科書をなんとなく読んでいたら、世界恐慌の後の世

界経済に関して、以下のような記述がありました。登場する国や時代は違いま

すが、構造は現在の状況に似ているように思います。自分自身に何ができると

いうわけではありませんが、少なくとも、冷静でありたいと思っております。 

 

「このように諸大国が不況から脱出するために自国中心の封鎖経済圏をつくる

傾向を強めたことは、世界経済を分断し、その構造を大きく変えることになっ

た。すなわち 19 世紀以来、各国は一群の国々からの輸入超過を他の一群の国々

への輸出超過によって相殺する多角的貿易構造を維持してきたが、世界恐慌以

来、各国は一つ一つの相手国との貿易に厳しく均衡を求め、通商への国家統制

を強めた。このように２国間の貿易均衡に力点をおくブロック経済の盛行は、

全体として世界貿易を縮小させた。そして激化したブロック間の対立はやがて

「持てる国」と「持たざる国」の対立といわれる、イギリス・フランス・アメ

リカのように広大な植民地や勢力圏あるいは国内経済をもつブロック群と、そ

うでない日本・ドイツ・イタリアのブロック群のあいだの対立へとエスカレー

トし、恐慌の自衛策としてつくられたブロックは、しだいに勢力圏再分割のた

めの列強の戦争準備態勢に変質していった。」 

 (もういちど読む 山川世界現代史) 

 

令和 5年 11 月 1 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         



加藤会計通信 

 

継続 

 

12 月になりました。今年も終わろうとしております。皆様にとって今年はどん

な年だったでしょうか。 

 

加藤会計事務所にとっては、節目の年となりました。相続の担当として、長年

活躍してきました松倉が、今年の 11 月に勇退致しました。昭和 62 年に入社し

てから 37 年間もの間、相続一筋で独特の存在感を示してきました。豊富な経験

と継続的な知識の積み上げで、多くのお客様の相談にのり、社内の若手の育成

にも尽力して頂きました。長年の功績に敬意を表したいと思います。 

 

地味で、あまり褒められることもありませんが、継続することの力は絶大です。

短期的に成果を出すことも大切かもしれませんが、こつこつ長く続けたことの

成果は簡単にマネすることはできません。経験と学習は、あきらめずに繰り返

し積み上げ続けることで個性的な力になります。そして、誠実な仕事は、長く

続けることで初めて信頼を形作り、ブランドに成長するのではないかと思って

おります。 

 

以下は、松倉からの退職の挨拶です。 

 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

このたび、税理士法人加藤会計事務所を退職させていただきました。 

在職中はたくさんの方々にお世話になり本当にありがとうございました。業務

を通して多くの方々にお会いする機会をいただき、さまざまなことを学ばせて

いただきました。 

改めて、皆様の長年のご厚誼に感謝するとともに、皆様のご多幸とご健勝をお

祈り申し上げます。今まで本当にありがとうございました。 

 

令和 5年 12 月 1 日 

松倉 明人 

令和 5年 12 月 4 日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         


